
ベクトルの立式 (空間ベクトル)

P が平面 ABC 上 ②において 、 - S -た K とおくと 、 問題 ( その 3 ) 常識として、利用
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適当 な 実数 を 用 いて表 せ 。

(その 4 ) 共面条件を利用
P が 平面ABC 上 のとき共面条 ☆ 共面条牛 を 利用 するときは 楽 0.
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コメントロ P は 平面 ABC 上 より 、

(そのい ～ ( その 4 ) の 結果の式 は全て
レ
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①において 、 始点を O にすると 、
自分 の 好 きな 方法 で よって

であり
、
同じになっている 。

ベットルの 立式 の 仕方 を 確立 ( ( その 4 ) も S を 消去すれば、使っている
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文字 が 異なるだけで、 同 じである }
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立式 が 誘導 でていたりする ( その 2 ) つなげる

②について 、
い ②

ので 、理解して
、誘導 に 入れる P は 平面 ABC 上 より

、
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{ P は OABC の 内部および周上にあり
、

次 の 問題でいろんな立式方法 を よって
、

そうでないとき 、 OABC の 外部 にある
。
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OP
'
: 0A
'

+ S ( OB
'

- OA ' ) + tLO
'
OA')

? .O
'
= C 1 - s - t ] oA

'

+ soBttoc


